
震災で人々が傷つき、立ち直っていく過程に触れる

　大規模な自然災害は見えるところにだけではなく、人々の心に大

きな傷跡を残します。人々は災害からどのようなダメージを受け、そ

してどのようにそこから回復していくのか。そのことを知るための試

みとして、心理学科臨床心理学コースの5つのゼミで、1995年に発

生した阪神淡路大震災に関係する2つの施設を訪れました。

　「人と防災未来センター」では震災被害を再現したリアルな映像

を視聴。東日本大震災をはじめ、学生たちが生まれる前のものも含

め日本各地で発生した数々の震災の記憶とリンクする「被害」の記

録は、大災害を「自分ごと」として考えるための大きな手掛かりとなり

ます。また、震災遺児のケアに携わってきた施設「神戸レインボーハ

ウス」も訪問。親や家族を亡くして心に傷を負った子どもたちを支援

する施設のドキュメンタリーを視聴し、施設の方のお話を伺いました。

　人の心を学ぶ学生たちが実際に起こった出来事を知り、予期し

ない災害によって人はどのように傷つき、そしてそこから立ち直って

いくのかの過程と手掛かりを知るための貴重な機会となりました。

阪神淡路大震災の記録から学び、自分のこととして考える手がかりを知る。

「宇陀松山華小路」のイベントの準備に参加して、地域の人々とのコミュニケーションを深める。

　実習に参加した学生からは「人は一人では生きていけないと
知った」「誰もが支え合っているとわかった」との声が。他者の
立場に立ち、自分のこととして考えることが心理支援では大切
です。学ぶことで、人生に関する多くの気づきがあると思います。
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まちへ飛び出し、自分だけの学び体験を

　奈良・宇陀市をフィールドに、地域経営について学びを深めています。

これまで学生たちは、ふるさと納税返礼品のためのたけのこ掘りや地

域の人たちが大切に育てている薬草園のメンテナンスなどの活動に参

加し、宇陀市に暮らすさまざまな人たちに会ってお話を伺ってきました。

　その一環として、ゼミ（演習Ⅱ）の学生たちが、宇陀市の特産物・

ダリアの花を歴史ある街の道に敷きつめる「宇陀松山華小路」とい

うイベントに参加しました。地域のみなさんが協力し合いながら運

営し、楽しんでいる姿を見て、学生たちは多くを感じとったようです。

　こういったフィールドワークで、学生には先入観を持たずに未知

の世界に飛び込み、学びのボタンを自分で見つけてほしいと願って

います。私は場やきっかけを提供するだけで、細かな指示や誘導は

しません。自ら課題や疑問を見い出し、多様な人との話し合いや調

査分析、発信を繰り返しながら、解き明かしていくプロセスこそが真

の学びです。自発的な思考や体験の積み重ねが、自信と喜び、そし

て新たな課題の発見につながります。

心理学科のフィールド・アクティビティ

●人と防災未来センター見学研修　●小学生を対象とした地域臨床実践　●法的配慮に基づく対人援助について弁護士との意見交換
●精神疾患の家族的看護の史跡見学　●放課後等デイサービスの見学研修　●神戸レインボーハウス（震災遺児ケア施設）見学研修

総合社会学科のフィールド・アクティビティ

●ケーブルテレビで放送される番組づくり  ●地域の子どもたちを対象としたデザインワークショップの運営  ●知的障害のある人たちとのスポーツ活動の推進
●奈良のお土産や特産品の開発と活用  ●商店街の活性化活動への協力  ●それぞれのゼミの特徴を活かした学外研修

　地域の活動に参加する時のポイントは、そこに暮らす方々が
主役だという視点です。そして、「地域貢献」などと気負い過ぎ
ず、コミュニケーションや素直に感じたことを大切に。多様な価
値観を持つ人が協働するまちづくりの最前線を体感しましょう。
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